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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域住民を対象としたコホート研究の成績から、活発な通勤による糖尿
病発症抑制効果を検証した。1988年に福岡県久山町の住民健診を受診した40-79歳の非糖尿病者1,208名を14年間
追跡した。その結果、活動的な通勤者では、非活動的な通勤手段のみの者に比べ、糖尿病発症リスクが低かっ
た。さらに、この知見が現代の日本人集団において適用可能であるかをウェブ調査により検討した。結果とし
て、活動的な通勤者は全体の半数以上に上り、非活動的な通勤時間が長いと肥満を有するオッズ比が高い傾向に
あった。以上から、ポストコロナ時代であっても、活動的な通勤が代謝性疾患予防に有効である可能性が示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the influence of active commuting 
on the incidence of diabetes using the data from a cohort study of community residents. A total of 
1,208 residents without diabetes who aged 40-79 years and underwent a medical checkup in 1988 in the
 town of Hisayama were followed-up for 14 years. The results showed that the risk of developing 
diabetes was significantly lower among active commuters than among non-active commuters. The 
applicability of this finding in the post-COVID era  was examined through a web survey. Results 
showed that active commuters accounted for more than half of all commuters, and longer duration of 
non-active commuting was associated with a higher odds ratio for having obesity. These results 
suggest that active commuting may be effective in preventing metabolic diseases in Japan after the 
COVID-19 pandemic.

研究分野： 疫学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　我が国の糖尿病有病率は高止まりしている。一次予防が課題であり、余暇運動によるポピュレーションアプロ
ーチが期待されるが、特に中年期においては主に多忙のため運動習慣者の割合は増えていない。そこで、中年期
の身体活動量を増加させる代替施策として、活発な通勤の普及が進められている。現在改定中の身体活動ガイド
ラインにおいても、自転車通勤を推奨事項として取り入れる予定となっている。本研究の知見は、我が国で活発
な通勤、特に自転車通勤が有効である可能性が示し、上記ガイドラインの推奨を裏付けするものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我が国の糖尿病有病率は上昇傾向にあり、糖尿病が強く疑われる者が 1000 万人にのぼるとさ

れる。糖尿病は、心血管病などの重篤な動脈硬化性疾患の重要な危険因子であることから、国民
レベルでの糖尿病予防が急務である。 
 定期的運動が糖尿病の予防に有効であることは広く知られているが、運動を実施する余暇時
間や環境を確保できないといった理由から、運動を習慣づけることは必ずしも容易でない。そこ
で、通勤時の身体活動量を増やす試みが注目されている。車通勤が不活発であるのに対して、徒
歩や自転車などの身体活動量の高い通勤手段は、活動的な通勤（Active commuting）と呼ばれ
る。より活動的な通勤手段を選択することは、糖尿病の好発年齢にあたる中年期の勤労世代にと
って取り組みやすい予防対策と考えられる。一方、通勤手段と糖尿病の関係を検討した疫学研究
は、北欧の地域住民を対象としたコホート研究 2 報（Hu et al, 2003, Diabetologia; Rasmussen 
et al, 2017, PLoS Med）と、日本人勤労者におけるコホート研究 1 報（Sato et al, 2007, Diabetes 
Care）のみと非常に少なく、通勤手段と糖尿病に関するエビデンスの蓄積は不十分である。その
ため、活動的な通勤手段が糖尿病発症予防におよぼす効果や、糖尿病発症リスクを低減させるの
に効果的な通勤手段や通勤時間は未だ明らかではない。公衆衛生施策として、活動的な通勤の意
義を明らかにするためには、糖尿病予防に「どのような通勤手段を、どの程度取り入れる必要が
あるか」、「それを導入することで今後どの程度の疾病予防効果が将来的に見込まれるか」を検証
することが重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、日本人地域住民において、活動的な通勤手段の利用が糖尿病発症予防に寄与しう
るかを前向きコホート研究の成績を用いて検証するとともに、地域レベルで活動的な通勤手段
を導入した場合の効果を推計することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究デザインは前向きコホート研究とした。対象者は、1988 年の久山町循環器病予防健診受

診者のうち、当時 40-64 歳で無職の者を除いた 1,208 名とした。通勤手段はアンケート調査に
基づき、普段の通勤で用いている通勤手段のうち「徒歩」または「自転車」を含む回答を「活動
的な通勤手段」と定義した。糖尿病の診断は、WHO の診断基準に基づき、空腹時血糖値 126mg/dL
以上かつ/または負荷後 2 時間後血糖値 200mg/dL 以上または糖尿病薬物治療を受けている者と
した。解析にはコックス比例ハザードモデルを用いた。多変量解析における調整因子には年齢、
性別、職業特性（手工業）、糖尿病家族歴、高血圧、血清総コレステロール値、血清 HDL コレス
テロール値、血清中性脂肪値、BMI、喫煙習慣、飲酒習慣、定期的運動習慣、総エネルギー摂取
量を含めた。 
 
４．研究成果 
追跡期間中に 191 名が糖尿病を発症した。通勤形態と糖尿病発症リスクの関連を検討したと

ころ（表１）、活動的な通勤者では、非活動的な通勤手段のみの者に比べ、多変量調整後の糖尿
病発症リスクが有意に低かった（HR 0.54，95％ CI 0.31-0.92）。自宅等での作業（在宅勤務）
者と非活動的な通勤手段のみの者との間で糖尿病発症リスクに有意差は認めなかった。 

 
 



 
通勤形態別に検討したところ（表２）、自転車のみの通勤者では、非活動的な通勤手段のみの

者に比べ糖尿病発症リスクが有意に低く（HR 0.46，95％ CI 0.22-0.98）、徒歩のみの通勤者で
はそのリスクが低い傾向を認めた（HR 0.14，95％ CI 0.02-1.02）。一方、徒歩と非活動的通勤
手段の組み合わせの群では糖尿病発症リスクの低下は認めなかった（HR 1.69、95％ CI 0.77-
3.71）。自転車と非活動的通勤手段の組み合わせの群は 6 名と少なく、糖尿病発症者がいなかっ

た。 
 
また本研究から得られた知見が、ポストコロナの日本人集団において適用可能であるかを検

討した。2020 年 12 月に、大手ウェブ調査会社に委託し、同社のモニターを対象として、通勤形
態・通勤時間・現在の健康状態について調査を行った。608 名から回答が得られた。結果として、
通勤手段の一部に自転車を利用している者は 132 名、徒歩を利用している者は 297 名で、活動的
な通勤者は全体の 57.2%に上った。解析対象者のうち、糖尿病有病者が 26 名に限られたことか
ら、通勤と糖尿病有病率の関連は検討ができなかった。通勤手段・通勤時間と肥満の関連を検討
したところ、非活動的な通勤時間が長いと肥満を有するオッズ比が高い傾向にあった。以上から、
ポストコロナ時代であっても、活動的な通勤が代謝性疾患予防に有効である可能性が示唆され
た。 
以上より、本研究は、日本人の地域住民において、活発な通勤が糖尿病発症リスクの低下と関

連することを示した。この研究は、自転車や徒歩での通勤を促進することが、地域社会における
糖尿病を減らす有効な手段であるという考え方を支持するものである。 
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